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町
議
会
議
員
の
「
最
適
数
」
と
は
？

特集
　

人
口
減
少
が
進
み
、
行
政
課
題
が
複
雑
・
高
度
化
す
る
中
で
、
町
政
を
監
視
し
住
民
の
声
を
反
映
す
る
「
町
議
会
議
員
」
の
数
は
何
人
で
あ
る
べ
き
か
―
―
。

　

新
十
津
川
町
議
会
で
は
、
次
期
議
員
定
数
を
検
討
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
「
議
員
定
数
検
討
会
」
を
設
置
し
、
計
４
回
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
う
べ
く
「
議
会
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
公
開
討
論
会
」、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
い
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
特

集
で
は
、
決
定
に
至
る
ま
で
の
論
点
と
、
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

議
員
定
数
の
変
遷
と
現
状

　

本
町
の
議
員
定
数
は
、
時
代
の
要
請
や

自
治
制
度
の
変
遷
と
と
も
に
見
直
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
明
治
35
年
の
村
会
設
置
時
に

は
18
人
で
し
た
が
、
明
治
40
年
に
は
「
一

級
町
村
」
へ
の
昇
格
に
伴
い
20
人
に
増

員
。
当
時
は
任
期
６
年
で
３
年
ご
と
に
半

数
を
改
選
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
そ
の
後
、

人
口
が
１
万
人
を
超
え
て
い
た
昭
和
22
年

に
は
法
定
定
数
（
平
成
23
年
に
廃
止
）
に

基
づ
く
「
26
人
」
を
記
録
し
ま
し
た
が
、

財
政
再
建
や
人
口
減
少
の
波
を
受
け
、
段

階
的
に
削
減
。
平
成
23
年
か
ら
は
現
在
の

「
11
人
」
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
上
の
定
数
は
11
人
で
す
が
、
現
在

は
10
人
で
議
会
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

人口減少と歩みを共にした定数の軌跡
　明治35年の「村会（18人）」から始まった歩みは、常に定数見
直しの歴史でもありました。特に平成以降は、人口減少の波に合わ
せるように階段状に削減が繰り返されてきました。前回の改定（平
成23年）から14年が経過し、人口がさらに約1,000人減少した今、
再び歴史的な分岐点に立っています。

昭
和
22
年

昭
和
30
年

平
成
３
年

平
成
11
年

平
成
15
年

平
成
23
年

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

11,000

10,000

人口

0

28

24

20

16

12

8

26

22

18

14

10

6
4
2

定数
昭和22年（ピーク）：
定数26人（人口１万人超えに伴う法定定数）。

平成23年（人口7,189人）：
11人へ削減（現在に至る）。

平成15年（人口8,000人割れ）：
14人へ削減（常任委員会を現行の２つに再編）。

昭和30年：定数20人へ削減。
シャウプ勧告や台風災害等による財政難が背景。

平成３年（人口8,850人）：18人へ削減。

平成11年（人口8,223人）：16人へ削減。
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討
論
会
で
は
、
議
員
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
熱
い
主
張
を
ぶ
つ
け
合
い
ま
し
た
。

主
張　

議
員
1
人
あ
た
り
の
負
担
を
減
ら
し
、
よ
り
多
く
の
町
民
に
議
会
に

関
わ
っ
て
ほ
し
い
（
参
加
を
増
や
し
た
い
）
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
由　

人
口
減
少
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
人
々
の
声
を
取
り
入
れ
る
た

め
に
人
数
は
多
い
方
が
有
利
で
す
。
議
員
が
担
う
役
職
の
負
担
を
多

人
数
で
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
な
り
手
不
足
」
の
解
消

に
も
つ
な
が
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

🆀議員定数と議会にかかるお金（報酬・予算）の関係はどう考えている？ 
🅰新十津川町の一般会計予算に占める議会費の割合は約0.63%であり、同規模の町村と比べても決して
多くありません。「定数を増やし、総額を維持するために1人あたりの報酬を下げるべき」という意見や、
「定数を減らして報酬を上げ、なり手を確保する」という意見、さらには「予算の枠にとらわれず、仕
事内容に応じた定数と報酬を考えるべき」など、議員間でも様々な意見が交わされました。

🆀ＡＩ（人工知能）が発達すれば、将来的に議員は不要になる
のでは？
🅰確かに、情報収集や資料の整理など、ＡＩの力に頼る場面は
増えていくと考えられます。しかし、町民の皆さまの「生の声」
を聞き取ることは、人間にしかできません。人と人が対話し、
最終的な判断を下すという民主主義の根幹は、ＡＩが進化して
も議員が担うべき大切な役割であると考えています。

主
張　

議
会
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、現
在
の
11
人
が「
黄

金
比
」
で
あ
り
、
効
率
的
な
人
数
で
す
。

理
由　

人
数
が
少
な
く
て
も
、
議
員
自
ら
が
地
域
に
出
向
い
て
声
を
し
っ
か

り
聞
き
取
り
、
議
会
内
で
共
有
・
議
論
す
る
体
制
は
十
分
に
で
き
て

い
ま
す
。
現
状
の
人
数
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
ベ

ス
ト
で
あ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

主
張　

ま
ち
の
人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
議

員
の
数
も
ス
リ
ム
化
す
べ
き
で
す
。

理
由　

財
源
が
厳
し
く
な
る
未
来
を
見
据
え
、
少
数
精
鋭
で
行
政
と
と
も
に

町
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む
議
会
を
目
指
す
べ
き
で
す
。
人
数

が
減
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ご
意
見
箱
な
ど
を
活
用
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
の
接
点
は
十
分
に
維
持
で
き
る
と
主
張
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
は
11
人
で
決
定

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意

見
を
踏
ま
え
、
そ
の
後
令
和
8
年
3
月
26

日
に
行
わ
れ
た
「
第
5
回
議
員
定
数
検
討

会
」
に
て
慎
重
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、

次
期
の
町
議
会
の
定
数
は
「
11
人
（
現
状

維
持
）」
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
論
の
過
程
で
出
た
「
多
様
な
声
を
聞

く
仕
組
み
づ
く
り
」
や
「
議
会
運
営
の
さ

ら
な
る
効
率
化
」
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
議
会
全
体
で
向
き
合
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
の
新
十
津
川
町
議

会
の
活
動
に
、
引
き
続
き
ご
注
目
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
つ
の
立
場
か
ら
徹
底
討
論
！
各
派
の
主
張

増
員
派
（
定
数
を
増
や
す
）

維
持
派
（
現
状
の
11
人
を
維
持
）

減
員
派
（
定
数
を
減
ら
す
）

趣
旨「
負
担
減・参
加
増
」

趣
旨
「
過
不
足
な
し
」

趣
旨
「
人
口
減
少
」

3人4人２人

会場からの声・質疑応答（抜粋）会場からの声・質疑応答（抜粋）
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一般質問レポート

ずばりずばり町政を問う！町政を問う！

行
政
区
・
町
内
会
役
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
伺
う

町
長
…
次
年
度
実
態
調
査
を
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翌
年
以
降
対
策
を
試
行

　

近
年
、
行
政
区
・
町
内
会
で
は
役
場
か

ら
の
業
務
負
担
増
に
よ
り
、
区
長
や
町
内

会
長
な
ど
役
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
特
に
市
街
地
近
郊
で
は
役
員

選
出
が
難
し
く
、
前
任
者
が
後
任
を
個
別

に
頼
む
「
一
本
釣
り
」
が
増
え
て
い
る
。

広
報
配
布
、
会
費
徴
収
、
行
事
対
応
な
ど

負
担
が
重
く
、
町
内
会
長
に
な
る
の
を
避

け
る
た
め
脱
退
す
る
住
民
も
出
て
き
て
い

る
。
加
入
率
低
下
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
弱
体
化
に
つ
な
が
り
、
行
政
区
・
町
内

会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
区
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
役
員
負
担
の
大
き
さ
が
共
通
課

題
で
あ
り
、
特
に
委
員
選
出
や
行
事
出
席

依
頼
が
多
す
ぎ
る
点
が
問
題
で
は
な
い
か
。

　

行
政
区
が
地
域
づ
く
り
の
重
要
な
担
い

手
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
役
員
負
担
の

増
大
や
高
齢
化
に
よ
る
困
難
は
認
識
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
行
政
区
ご
と
に
実
情
が

異
な
る
た
め
、
現
時
点
で
具
体
策
は
示
せ

ず
、
次
年
度
に
実
態
調
査
を
行
い
、
他
自

治
体
の
事
例
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も

含
め
て
業
務
効
率
化
策
を
検
討
し
、
早
け

れ
ば
令
和
９
年
度
か
ら
試
行
し
た
い
。

問1

設
置
条
例
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
30
戸
以

上
40
戸
以
内
と
い
う
基
準
で
あ
る
が
、
こ

の
戸
数
は
、
あ
く
ま
で
目
安
で
、
こ
の
基

準
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
が
必
ず
し
も
問

題
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
内
会
の
実
情
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
対

応
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。
編
成
は
地

域
主
体
で
行
い
、
必
要
に
応
じ
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
加
入
促

進
は
重
要
だ
が
、
強
制
は
で
き
ず
、
条
例

化
し
て
も
努
力
義
務
に
と
ど
ま
る
。

　

町
内
会
加
入
率
は
95
・
９
％
で
全
国
的

に
み
る
と
高
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
は
防
災
面
で
も
重

要
で
あ
り
、
町
内
会
加
入
率
100
％
を
目
指

し
て
施
策
を
検
討
す
る
。

問2問3 答答
　

ま
た
、
役
員
免
除
制
度
や
高
齢
者
の
会

費
軽
減
な
ど
他
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て

は
、
町
内
会
が
定
め
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
が
、
次
年
度
の
検
討
の
場
で
も
議
論
さ

れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

　

最
近
の
役
場
か
ら
求
め
ら
れ
る
書
類
作

成
の
高
度
化
に
よ
り
高
齢
者
に
は
対
応
が

難
し
く
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
職
員

の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
協
力
が
不
可
欠

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

業
務
の
代
行
は
考
え
て
い
な
い
が
、
地

域
と
職
員
が
共
に
考
え
、
効
率
化
を
進
め

る
支
援
は
可
能
だ
と
思
う
。
電
子
決
済
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
回
覧
な
ど
の
事
例
に
つ
い
て
も
、

来
年
度
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
検
討
の

中
で
扱
う
予
定
で
あ
る
。

　

行
政
区
再
編
か
ら
20
年
が
経
ち
、
町
内

会
規
模
の
不
均
衡
や
加
入
率
の
差
、
未
加

入
世
帯
へ
の
対
応
な
ど
課
題
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
条
例
に
よ
る
加
入
促
進
や
行
政

区
再
編
審
議
会
で
の
議
論
を
提
案
す
る
が

い
か
が
か
。

　

町
内
会
の
戸
数
に
つ
い
て
は
、
行
政
区

答

鈴
すず
井
い
康
やす
裕
ひろ

　議員

　一般質問とは、年に４回ある定例会において、議員が町長や教育長に対し、町の施策の状況や方針、課題
などについて直接質問したりすることです。
　令和８年第１回定例議会では、３人から計３件の一般質問を行いました。

42026 しんとつかわ 議会だより５月



一般質問レポート

町
内
で
の
買
い
物
を
し
や
す
い
公
共
交
通
と
は

町
長
…
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
で
議
論
す
る

西
にし
内
うち
陽
ひろ
美
み
　議員

え
る
。

　

運
行
路
線
の
検
討
や
停
留
所
の
増

設
な
ど
、
現
行
の
運
行
体
系
の
見
直

し
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
考
え
を

お
伺
い
す
る
。

　

本
町
の
公
共
交
通
の
運
行
は
、
民

間
の
交
通
事
業
各
社
に
よ
っ
て
実
現

し
て
い
る
。
大
変
心
強
く
、
町
と
し

て
も
引
き
続
き
運
行
の
継
続
に
対
し

て
必
要
な
支
援
を
講
じ
て
い
く
。

　

役
場
庁
舎
に
バ
ス
待
合
所
を
設
置

し
て
い
る
の
は
、
町
内
外
の
路
線
を

庁
舎
前
に
集
約
し
乗
り
継
ぎ
拠
点
と

す
る
こ
と
で
運
行
の
効
率
化
を
図

り
、
持
続
可
能
な
体
制
を
構
築
す
る

た
め
で
あ
る
。

　

運
行
経
路
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
等

は
公
共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
検
討
協
議
を
し
た
中
で
合
意
形

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
運
行
の
実

態
と
し
て
、
路
線
の
大
部
分
が
民
間

事
業
者
に
よ
る
旅
客
運
送
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
含

め
、
都
度
、
す
ぐ
に
応
え
る
の
は
難

し
い
。

　

令
和
４
年
度
に
新
た
な
地
域
公
共

交
通
体
系
と
な
っ
て
か
ら
４
年
が
経

過
し
た
。
こ
の
間
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

へ
の
混
乗
や
、
運
行
経
路
の
延
伸
、

バ
ス
停
留
所
の
増
設
な
ど
、
改
善
を

重
ね
な
が
ら
住
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
家

用
車
を
持
た
な
い
住
民
か
ら
は
「
買

い
物
難
民
状
態
に
な
っ
て
い
る
。」

と
の
ご
意
見
を
伺
う
。

　

ご
意
見
は
、
主
に
、「
役
場
発
着

前
後
に
町
内
の
商
店
街
を
経
由
し
、

停
車
す
る
路
線
で
あ
れ
ば
買
い
物
を

し
や
す
い
。」「
夏
期
間
は
自
転
車
で

町
の
中
心
部
ま
で
行
け
る
が
、
冬
期

間
は
買
い
物
の
荷
物
を
持
っ
て
交
差

点
を
渡
り
、
役
場
ま
で
戻
る
の
は
難

儀
。危
な
い
と
思
う
。」「
役
場
に
度
々

行
く
用
事
は
な
い
。
役
場
タ
ー
ミ
ナ

ル
以
外
に
農
協
ス
ト
ア
前
に
停
留
所

が
ほ
し
い
。」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

町
内
で
買
い
物
を
し
た
い
の
に
で

き
な
い
の
は
、
消
費
者
と
商
工
業
者

の
双
方
に
と
っ
て
大
変
残
念
な
こ
と

で
あ
り
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考

　

町
内
商
店
前
な
ど
へ
の
停
留
所
設

置
の
要
望
は
理
解
で
き
る
し
、
運
行

事
業
者
と
も
共
有
す
る
。
し
か
し
、

運
行
経
路
の
変
更
に
よ
る
ダ
ィ
ヤ
の

組
み
直
し
の
可
否
、
停
留
所
案
内
板

の
設
置
場
所
の
賃
貸
借
、
冬
期
の
除

雪
管
理
な
ど
、
安
易
に
決
め
ら
れ
な

い
問
題
点
も
あ
る
。

　

現
在
の
地
域
公
共
交
通
体
系
は
、

民
間
事
業
所
に
よ
る
運
行
を
中
心
に

構
築
さ
れ
て
お
り
、
私
の
立
場
か
ら

だ
け
で
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

公
共
交
通
が
よ
り
良
い
も
の
と

な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
利
用
者
だ

け
で
な
く
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方

の
声
も
大
切
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
次
期
の
地
域
公
共
交
通
計
画
策

定
を
行
う
令
和
９
年
度
に
向
け
て
、 

公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
た
い
。

　

ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法
と
し
て
、
一

定
期
間
を
設
け
た
実
証
実
験
で
の
調

査
も
有
効
で
あ
る
。
試
行
的
運
行
を

し
て
み
て
、
実
際
に
ど
の
く
ら
い
の

利
用
が
あ
る
か
、
新
た
な
課
題
は
何

か
な
ど
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

　

各
方
面
と
役
場
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
運
行
路
線
上
に
、
農
業
高
校
前
や

ピ
ン
ネ
ス
ト
ア
前
な
ど
市
街
地
を
経

由
す
る
路
線
を
試
行
し
て
は
い
か
が

か
。

　

消
費
者
が
困
っ
て
い
る
状
況
を
見

過
ご
す
の
は
私
も
不
本
意
だ
が
、
町

が
主
体
的
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
意
見
は
事
業
者
と
共
有
を
図

り
、
で
き
る
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
令
和
９
年
度
を
待
つ
こ

と
な
く
進
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

交
通
事
業
者
の
理
解
が
前
提
と
な
る
。

　

住
民
の
ご
意
見
は
、
令
和
８
年
度

の「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
議
論
し

て
い
た
だ
け
る
の
か
。

　

今
定
例
会
で
の
一
般
質
問
と
私
の

答
弁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
議

論
を
し
て
い
き
た
い
。

問1

答答

答

再質問

再々質問
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し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
を
設
置
す

る
事
業
者
の
情
報
は
な
い
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
規
模
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
開
発

に
対
す
る
町
長
の
考
え
を
問
う
。

　

大
規
模
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
は
土
地
を
必
要
と
し
、
森
林
伐
採

な
ど
の
開
発
行
為
を
伴
う
場
合
が
あ

る
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
一
部
の
事
業

者
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
国
は

今
後
、
規
制
強
化
を
進
め
、
地
域
住

民
や
環
境
と
の
共
生
が
で
き
な
い
施

設
の
設
置
は
困
難
に
な
る
と
推
測
さ

れ
る
。

　

多
く
の
問
題
は
一
部
の
事
業
者
の

法
令
遵
守
意
識
の
欠
如
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
現
行
法
規
を
遵
守
し
運
営

さ
れ
て
い
る
多
く
の
施
設
は
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

当
町
は
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
促
進

し
て
お
り
、
想
定
外
の
問
題
が
生
じ

な
い
限
り
、
法
令
を
遵
守
し
適
正
に

　

近
年
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
原
因
と

み
ら
れ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
事
故
が

増
加
し
て
お
り
、
住
民
か
ら
も
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
北
海
道
で

も
関
連
ニ
ュ
ー
ス
が
多
数
報
じ
ら

れ
、
特
に
、
と
あ
る
議
会
が
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
建
設
予
定
地
の
土
地
購
入

に
多
額
の
補
正
予
算
を
可
決
し
た
事

例
は
、
自
治
体
予
算
へ
の
影
響
の
大

き
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

現
在
、
新
十
津
川
町
内
で
新
た
に

土
地
を
取
得
し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な

ど
の
設
置
を
希
望
す
る
事
業
者
は
い

る
の
か
。

　

町
内
に
は
ふ
る
さ
と
公
園
の
手
前

に
民
間
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
適
正
に
運
営
管
理
さ

れ
て
お
り
、
事
故
な
ど
の
問
題
は
発

生
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
一
定
面
積
以
上
の

土
地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
国
土
利

用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
設
置
意
向
を
確
認
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
町
内
の
土
地
を
取
得

設
置
さ
れ
る
施
設
を
否
定
す
る
考
え

は
な
い
。

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出

は
事
後
報
告
で
あ
り
、
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
事
業
者
に
土
地
を
取
得
さ
れ

た
後
で
は
、
対
応
が
後
手
に
回
っ
て

し
ま
う
。

　

全
国
で
335
の
自
治
体
が
条
例
で
規

制
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
当
町

も
条
例
を
制
定
し
、
町
長
の
意
向
を

反
映
で
き
る
予
防
的
規
制
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

電
力
事
情
を
考
え
る
と
、
当
町
は

送
電
線
網
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
事
業
者
の
メ

リ
ッ
ト
が
少
な
い
た
め
、
当
町
に
参

入
し
て
く
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

条
例
に
よ
る
規
制
の
意
見
は
理
解
す

る
が
、
現
時
点
で
の
制
定
は
考
え
て

い
な
い
。
他
の
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
、
効
果
的
な
方
法
を
考
え
な
が

ら
、条
例
に
よ
る
規
制
も
検
討
は
す
る
。

問1

問2

答

答

答

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
条
例
で
規
制
し
て
は

町
長
…
参
入
の
可
能
性
は
低
い
。
状
況
を
見
て
検
討
す
る

村
むら
上
かみ
敏
とし
晃
あき

　議員
（旧姓　加藤）

一般質問レポート

再質問
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番号 件名 結果

令和８年第１回臨時会 令和８年１月28日に開催

第１号 専決処分の承認（令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第５号）） 原案可決

第２号 令和7年度新十津川町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

令和８年第２回臨時会 令和８年２月13日に開催

第３号 令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

第４号 令和7年度新十津川町下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

令和８年第１回定例会 令和８年３月10日～18日に開催

条例の制定、一部改正　　新たに町で行う取り組みやルールを決めたり、既存のルールや取り組みを変更すること

第5号 新十津川町職員等の旅費に関する条例の一部改正 原案可決

第10号 新十津川町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決

第11号 新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定 原案可決

第12号 新十津川町空き家等対策の推進に関する条例の制定 原案可決

第13号 新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決

第14号 新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正 原案可決

第15号 新十津川町行政手続条例の一部改正 原案可決

令和７年度補正予算　　３月議会で予算が成立した後、国の補助金等の変動や、緊急・やむを得ない場合などに予算の追加や変更を行うこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第6号 令和7年度新十津川町一般会計補正予算（第8号） 原案可決

第7号 令和7年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 原案可決

第8号 令和7年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 原案可決

第9号 令和7年度新十津川町下水道事業会計補正予算（第4号） 原案可決

令和8年度予算　　３月議会に提出される新年度の予算　　　　　　　　　　　　　　　予算審査特別委員会を設置して審議しています。※10～14ぺージで解説

第16号 令和8年度新十津川町一般会計予算 原案可決

第17号 令和8年度新十津川町国民健康保険特別会計予算 原案可決

第18号 令和8年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

第19号 令和8年度新十津川町下水道事業会計予算 原案可決

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第20号 新十津川町過疎地域持続的発展市町村計画の策定 原案可決

第21号 公の施設の指定管理者の指定 原案可決

第22号 公の施設の指定管理者の指定 原案可決

発議第1号 生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書 原案可決

審議結果報告審議結果報告 　　　

定例会・臨時会レポート
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議案第１号：専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度新十津川町一般会計補正予算（第５号））

衆議院議員総選挙執行経費：784万５千円　急遽執行された第51回衆議院議員総選挙に係る公費負担金や事務経
費等の補正予算の専決処分

議案第２号：令和７年度新十津川町一般会計補正予算　第６号
　歳入歳出それぞれ6339万円を追加し、84億8249万７千円とする。
●物価高騰生活支援事業：6339万円　長引く物価高騰の影響軽減を目的とし、全町民を対象とした生活支援およ

び町内経済の下支えを図るため、町民１人につき１万円分のポイントカードを支給
Ｑ：なぜ引換券ではなく「特製カード」を採用したのか。
Ａ：前回実施時のポイント付与にかかる手間などの課題を解消するため。「手元に届いてすぐに使える」

という利便性を最優先し、幅広い世代が使いやすいカード形式を採用した。

◆令和８年１月28日　令和８年第１回臨時会

議案第８号：令和７年度新十津川町後期高齢者医療特別会計補正予算　第２号
　歳入歳出それぞれ902万４千円を追加し、総額１億4681万９千円とする。

議案第７号：令和７年度新十津川町国民健康保険特別会計補正予算　第２号
　歳入歳出それぞれ593万円を減額し、総額2億5074万円とする。

議案第６号：令和７年度新十津川町一般会計補正予算　第８号
　歳入歳出それぞれ2566万７千円を減額し、総額85億2135万７千円とする。
〈主な補正内容〉
●ふるさと応援寄附金推進事業　　△9200万4千円

ふるさと納税の当初見込み2億5,000万円を実績に基づき約1億1,300万円に修正し、返礼品送付経費を減額
●幼児教育無償化事業　△2361万1千円　
　利用児童数が見込みより少なかったことによる減（1116人→720人）
●スマート農業推進支援事業　587万7千円
　前回の補正より更に15件増を想定し、最終的な助成見込件数を68件とするもの。
●担い手確保・経営強化支援事業　1057万5千円
　農業者1名の新規採択に基づき、無人ロボットコンバインおよびあぜ塗り機各1台の導入費用を支援

議案第３号：令和７年度新十津川町一般会計補正予算　第７号
　歳入歳出それぞれ6452万７千円を追加し、総額85億4702万４千円とする。
〈補正内容〉
●定住促進対策事業　1281万円

住宅取得助成の申請件数が当初の見込みより増加したため。
（新築住宅16件→19件、中古住宅４件→11件、太陽光発電設備加算５件→９件など）
●スマート農業等導入サポート緊急対策事業　371万７千円

札幌の民間法人が本町に拠点を置き、ドローンによる農薬散布や生育状況確認の作業受託を展開。空知管内へ
の事業拡大に向けた導入を支援。
●道路整備事業：町道西1線舗装改修　4,800万円

経年劣化に伴い南７号〜８号線間の工事を実施（３月中旬〜６月）。残る南９号〜10号線間は令和９年度以降
に順次改修予定

定例会・臨時会レポート

注目！！

議案第９号：令和７年度新十津川町下水道事業会計補正予算　第４号
　下水道事業の運営経費に充てる一般会計からの補助額を570万６千円減額し、１億640万４千円とする。

◆令和８年３月10日～18日　令和８年第１回定例会

◆令和８年２月13日　令和８年第２回臨時会
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定例会・臨時会レポート

議案第22号：公の施設の指定管理者の指定
　新十津川町アートの森彫刻体験交流促進施設の指定管理者に「一般社団法人　五十嵐威暢美術館かぜのび」を
指定する。
指定期間：令和８年４月１日から令和13年３月31日まで

議案第14号：新十津川町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付条例の一部改正
　設置費用の高騰に対応するため、工事への補助額を引き上げるとともに、耐用年数を超えた合併処理浄化槽の
更新に対する助成を新設
補助金額の引き上げ（５人槽）：41万4千円
合併処理浄化槽の更新：上限15万円
単独処理浄化槽の撤去：上限15万円
くみ取り便槽の撤去：上限12万円

議案第11号：新十津川町産前産後子育て世帯家事支援事業に関する条例の制定
　産前産後の心身の負担軽減を図るため、家事代行サービスの利用費用を町が一部助成する。
内　　　容：１回の妊娠につき1万5千円を上限に、サービス利用料の２分の１を助成
対 象 期 間：妊娠中から、子どもが１歳になる前日まで

議案第13号：新十津川町非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　ヒグマ等の被害拡大を受け、従来の職員対応から、猟友会メンバーを中心とした対策隊へ移行し、活動への報
酬等を新たに定める。隊員を「非常勤の特別職職員」とすることで、公務災害の適用や狩猟税の免除が可能になる。
報酬額：年額1万4千円（冬眠期間を除く10カ月の活動を想定）

議案第18号　令和８年度新十津川町後期高齢者医療特別会計予算
　歳入歳出それぞれ１億6457万５千円とする。

議案第17号　令和８年度新十津川町国民健康保険特別会計予算
　歳入歳出それぞれ２億8717万６千円とする。

議案第16号　令和８年度新十津川町一般会計予算
　歳入歳出それぞれ84億8597万２千円とする。

議案第21号：公の施設の指定管理者の指定
　新十津川町農村環境改善センターの指定管理者に「社会福祉法人　新十津川町社会福祉協議会」を指定する。
指定期間：令和８年４月１日から令和11年３月31日まで

議案第19号　令和８年度新十津川町下水道事業会計予算
　収益的収入、支出それぞれ２億3821万１千円とする。
　資本的収益額は１億4507万６千円、資本的支出額は２億2104万円とし、収入が支出に対して不足する額7596
万４千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額586万８千円、過年度分損益勘定留保資金6851
万２千円、当年度分損益勘定留保資金158万４千円で補填する。

発議第１号：生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書の提出

　生産コストの高騰や経営逼迫により離農が進む現状を受け、国に対し以下の３点を強く要望する。　
①2027年以降の水田政策を早期提示すること。また、地域の裁量を維持した制度運用にすること。
②畑作物の交付金にコスト増加分を反映するとともに、農家の努力が報われる算定方式にすること。
③必要な事業を行うための予算措置と持続可能な酪農・畜産に向けた所得安定策を講ずること。
（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣
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予算
ここに注目！ 令和８年度一般会計　８４億８５９７万2千円
　今年度予算は昨年度より２億2,376万円増額し、令和２年度に次ぐ過去２番目の規模であった昨年度
を上回る編成となっています。物価や人件費が上昇する中でも、公共施設整備など基盤強化と、町民の
暮らしを支える支援を両立し、「限られた予算で最大の成果を」という考えのもと編成されています。
今年度重点の８つの施策について紹介します。

道外からの移住者を呼び込むため、東京で開催
される同フェアに参加し町のＰＲを行う。

旧宮前区自治会館跡地に建設する。

吉野地区活性化センター横へ車庫建設を行うた
めの実施設計を行う。

農業者が農地の大規模化を進めるための圃場整
備に対して、町独自の助成制度を新設。
50万円×15件分の予算を計上

産前産後特有の大変さの緩和のため、妊婦世帯
と0歳児がいる世帯に対して家事支援サービス
助成券発行する。

自動操舵システムや自動運転機能付き農機の導
入を支援する補助事業を実施
50万円×20台分の予算を計上

石狩徳富河川緑地自然観察広場	 1551万円
中央公園場	 220万円
南4号線（小学校街路樹）	 442万4千円

ふるさと公園（屋外遊具）	 1234万円
新十津川保育園（滑り台）	 398万５千円
子育て支援センター（屋内遊具）	 48万6千円

北海道移住フェアへ参加

消防団第三分団及び第四分団
合同の詰め所の建設

消防団第五分団の車庫建設事業

産前・産後子育て世帯家事支援

スマート農業機械の導入支援

樹木の伐採
幼児用遊具の増設

圃場整備

56万6千円

1億6474万5千円

1493万8千円750万円

32万5千円

1010万円

関連　質疑はP14へ

関連　質疑はP12へ
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令和８年度予算
　議員は何を問う
　予算特別委員会では100件を超える質疑が行われました。
ここでは主な内容を紹介します。

令和８年度予算
　議員は何を問う

〈
新
規
〉
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
町
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

村
上
議
員　
経
費
の
内
訳
を
伺
う
。

答
弁　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
費
60
万
円
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の

ア
ド
バ
イ
ス
受
講
費
用
90
万
円
、
ア
プ
リ
使
用
料
約

３
万
６
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
動
画
の
長
さ

や
本
数
に
よ
っ
て
費
用
は
変
動
す
る
。

村
上
議
員　
住
民
も
受
講
で
き
る
形
に
す
れ
ば
、
人
材

育
成
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

ま
ず
は
職
員
が
ス
キ
ル
や
知
識
を
習
得
す
る
こ

と
を
優
先
す
る
。
著
作
権
や
肖
像
権
の
課
題
も
あ
る
た

め
、
将
来
的
に
学
習
会
の
開
催
を
検
討
し
た
い
。

大
畠
議
員　
職
員
の
み
で
の
対
応
は
負
担
が
大
き
い
の

で
は
な
い
か
。
外
部
委
託
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答
弁　

動
画
は
月
１
本
程
度
を
想
定
し
、
当
面
は
職
員

で
対
応
す
る
。
状
況
に
応
じ
て
、
次
年
度
以
降
外
部
委

託
も
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

大
畠
議
員　
返
礼
品
の
種
類
に
つ
い
て
、
体
験
型
の
返

礼
品
を
も
っ
と
増
や
し
て
み
て
は
。

答
弁　

町
内
宿
泊
施
設
の
宿
泊
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
剣
道

体
験
や
ド
ロ
ー
ン
の
返
礼
品
を
用
意
し
て
い
る
。
申
し

込
み
は
多
く
な
い
が
、
今
年
度
の
目
標
額
に
向
か
っ
て

事
業
者
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
新
規
〉
お
試
し
移
住

西
内
議
員　
「
お
試
し
移
住
」
に
お
い
て
、
町
民
と
の

交
流
の
場
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

冬
の
環
境
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し

て
お
り
、「
雪
ま
つ
り
」
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
来

町
者
の
意
向
を
優
先
し
て
対
応
す
る
。

大
畠
議
員　
周
知
方
法
は
。

答
弁　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
や
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住

フ
ェ
ア
で
の
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
る
。

杉
本
議
員　
ヴ
ィ
ラ
ト
ッ
プ
で
の
宿
泊
に
人
数
制
限
は

あ
る
の
か
。

答
弁　

定
員
は
８
名
だ
が
、
本
事
業
は
世
帯
単
位
を
想

定
し
て
お
り
、４
〜
５
名
程
度
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

村
上
議
員　
実
際
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
は
、
町

内
の
住
宅
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

ま
ず
は
需
要
把
握
を
目
的
に
実
施
す
る
。
空
き

家
に
は
家
具
が
な
い
た
め
ヴ
ィ
ラ
ト
ッ
プ
を
活
用
し
て

お
り
、
需
要
が
見
込
め
れ
ば
今
後
検
討
す
る
。

深深
ふかふか
瀬瀬
せせ
美美
みみ
奈奈
なな
子子
ここ
委員長委員長
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〈
新
規
〉
北
海
道
移
住
フ
ェ
ア
参
加

大
畠
議
員　
首
都
圏
以
外
で
の
Ｐ
Ｒ
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　

今
年
度
は
東
京
で
の
移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、

参
加
者
の
反
応
を
見
な
が
ら
今
後
検
討
す
る
。

共
同
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業

大
畠
議
員　
令
和
８
年
度
で
計
画
最
終
年
度
と
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　

平
成
17
年
度
か
ら
の
事
業
で
、
現
在
14
棟
72
戸

を
整
備
し
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
以
降
は
停
滞
し
て

い
る
。
町
内
賃
貸
住
宅
の
入
居
率
は
95
％
と
需
要
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
建
設
費
の
高
騰
が
あ
る
が
、
過

去
に
は
交
付
額
の
引
き
上
げ
で
実
績
が
伸
び
た
例
も
あ

り
、
空
き
家
の
状
況
も
踏
ま
え
今
後
検
討
す
る
。

災
害
救
助
物
資
備
蓄
事
業

〈
備
蓄
買
替
え
の
年　
800
万
９
千
円
〉

鈴
井
議
員　
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ニ
コ
ッ
ト
と
の
協
定
は
、
備
蓄
に

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

災
害
時
に
、
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ニ
コ
ッ
ト
の
店
舗
商
品
や

在
庫
物
資
を
町
へ
提
供
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

大
畠
議
員　
非
常
食
の
更
新
に
伴
う
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の

対
応
は
。

答
弁　

更
新
は
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
た
め
販

売
は
で
き
な
い
。
自
主
防
災
研
修
な
ど
で
活
用
し
、
廃

棄
前
に
で
き
る
限
り
有
効
活
用
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
支
援

村
上
議
員　
昨
年
９
月
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
今
後

の
支
援
策
は
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
国
の
動
向
を
踏
ま
え

て
検
討
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
令
和
８
年
度
予
算

に
向
け
た
変
更
点
は
あ
る
か
。

答
弁　

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
、
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
や

自
動
運
転
機
能
付
き
機
械
の
導
入
支
援
の
継
続
を
求
め

る
声
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
行
の
助
成
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
大
規
模
圃
場
化
へ
の
支

援
を
実
施
す
る
。

〈
新
規
〉
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
強
化

大
畠
議
員　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
に
つ
い
て
、

狩
猟
免
許
を
持
っ
た
方
の
み
を
対
象
と
せ
ず
、
狩
猟
免

許
を
持
た
な
い
若
手
を
育
成
す
る
形
も
検
討
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。

答
弁　

当
初
は
１
名
募
集
に
対
し
２
名
の
応
募
が
あ
り
、

ヒ
グ
マ
対
策
の
状
況
を
踏
ま
え
複
数
対
応
が
必
要
と
判

断
し
２
名
を
採
用
予
定
。
若
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

今
後
応
募
が
あ
れ
ば
免
許
取
得
の
助
成
を
活
用
し
対
応

し
て
い
き
た
い
。

熱
供
給
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

鈴
井
議
員　
令
和
８
年
度
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

の
重
油
代
の
想
定
価
格
な
ら
び
に
想
定
使
用
量
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

答
弁　

昨
年
度
は
126
円
で
あ
っ
た
が
、
今
期
は
135
円

と
積
算
し
、
５
万
リ
ッ
ト
ル
の
通
常
使
用
量
を
考
え

て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
と
し
て
最
大
の
量
を

１
万
１
４
０
０
リ
ッ
ト
ル
と
積
算
し
て
い
る
。
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〈
新
規
〉
観
光
タ
ク
シ
ー

三
師
議
員　
委
託
先
や
目
標
利
用
者
数
、
周
知
方
法
、

旅
行
会
社
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

町
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
連
携
し
、
駅
と
宿
泊

施
設
を
観
光
地
経
由
で
結
ぶ
プ
ラ
ン
の
利
用
を
30
件
想

定
し
て
い
る
。
利
用
者
負
担
は
１
回
１
万
円
と
し
、
宿

泊
プ
ラ
ン
へ
の
組
み
込
み
や
、
Ｊ
Ｒ
駅
・
旅
行
会
社
へ

の
チ
ラ
シ
設
置
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
行
う
。

町
内
周
遊
促
進
策
：
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
重
ね
押
し
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー

三
師
議
員　
実
績
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度
の
工
夫
し
た

点
は
。

答
弁　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
周
遊
コ
ー
ス
を
紹
介

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
自
転
車
に
掲

示
す
る
な
ど
周
知
方
法
を
工
夫
す
る
。ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

は
前
年
１
７
３
０
枚
配
布
、
109
人
の
応
募
で
あ
っ
た
た

め
、
手
法
を
維
持
し
つ
つ
周
知
を
強
化
し
、
応
募
者
の

増
加
を
図
る
。

〈
新
規
〉
こ
め
ぞ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み
の
製
作

村
上
議
員　
製
作
費
用
や
個
数
、販
売
方
法
、タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
「
ぬ
い
活
」
を
意
識
し
、
約
10
㎝
の
ぬ
い
ぐ
る

み
を
製
作
す
る
。
販
売
価
格
は
１
１
０
０
円
と
し
、

１
千
個
製
作
、費
用
は
１
個
あ
た
り
990
円
で
計
99
万
円
。

イ
ベ
ン
ト
や
振
興
公
社
等
で
販
売
し
、
３
年
程
度
で
の

完
売
を
見
込
む
。
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
年
層
で
、
町

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

村
上
議
員　
少
量
か
ら
販
売
し
、
反
応
を
見
な
が
ら
展

開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

100
個
で
は
１
個
あ
た
り
の
製
作
費
が
約
３
３
０

０
円
と
な
る
た
め
、
販
売
価
格
を
踏
ま
え
１
千
個
で
の

製
作
と
し
た
。

〈
新
規
〉
小
学
校
通
級
指
導
教
育
事
業

村
上
議
員　
小
学
校
に
新
設
す
る
通
級
指
導
教
室
と
、砂

川
市
の
通
級
指
導
教
室
は
ど
う
使
い
分
け
る
の
か
。

答
弁　

砂
川
市
の
通
級
指
導
教
室
は
、
市
外
の
人
は
言

語
の
み
が
対
象
で
あ
る
。
小
学
校
に
新
設
す
る
通
級
指

導
教
室
は
、
自
閉
、
情
緒
、
学
習
障
害
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の

傾
向
が
あ
る
児
童
が
、
自
校
で
、
時
間
を
区
切
っ
て
利

用
で
き
る
も
の
。
利
用
に
つ
い
て
は
新
年
度
に
入
っ
て

か
ら
保
護
者
と
協
議
し
て
決
定
す
る
。

大
畠
議
員　
指
導
す
る
先
生
と
児
童
が
教
室
に
通
う
時

間
に
つ
い
て
の
詳
細
を
。

答
弁　

教
員
に
つ
い
て
は
専
従
の
教
員
で
１
名
配
置
。

通
級
に
つ
い
て
は
、
時
間
は
週
５
日
５
時
間
授
業
で
週

25
コ
マ
あ
る
場
合
、
対
象
の
児
童
が
い
る
場
合
は
週
１

～
２
時
間
通
級
指
導
教
室
に
通
っ
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
予
定
。

大
畠
議
員　
中
学
校
で
の
対
応
は
。

答
弁　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
対
象
児
童
数
が
多
い
の

で
開
設
す
る
予
定
だ
が
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
現
段
階

で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

英
語
検
定
料
の
半
額
助
成
に
つ
い
て

村
上
議
員　

助
成
対
象
は
以
前
か
ら
合
格
者
の
み
で

あ
っ
た
の
か
。
今
回
の
変
更
点
は
。

答
弁　

令
和
７
年
度
は
中
学
３
年
生
の
３
級
以
上
が
対

象
で
あ
っ
た
が
、
早
い
段
階
か
ら
受
験
す
る
生
徒
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
全
学

年
の
３
級
以
上
の
合
格
者
へ
対
象
を
拡
大
す
る
。
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〈
新
規
〉
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
配
置
事

業三
師
議
員　
小
中
学
校
に
配
置
さ
れ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
同
一
人
物
か
。

答
弁　

同
一
の
専
門
家
を
週
１
回
、小
中
学
校
に
午
前
・

午
後
で
分
け
て
配
置
す
る
。
文
部
科
学
省
の
学
校
Ｄ
Ｘ

戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、
教
員
に
対
し
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
授
業
運
営
や
、
児
童
生
徒
へ
の
効
果
的

な
指
導
方
法
に
つ
い
て
助
言
・
指
導
を
行
う
。

新
十
津
川
ア
ー
ト
の
森
管
理
事
業

西
内
議
員　
エ
ン
ト
ラ
ス
サ
イ
ン
の
製
作
委
託
費
を
計

上
し
て
い
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答
弁　

道
路
側
の
案
内
看
板
と
入
口
と
で
２
基
設
置
す

る
が
、
美
術
館
で
あ
る
こ
と
か
ら
ア
ー
ト
の
森
彫
刻
体

験
交
流
施
設
「
か
ぜ
の
び
」
の
運
営
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
に
依
頼
す
る
予
定
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業

村
上
議
員　
75
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
高
用
量
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負
担
額
２
千
円
に
つ
い
て
、

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
資
料
と
、
高
用

量
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
踏

ま
え
る
と
、
自
己
負
担
額
を
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
と
同
一
の
１
千
円
に
し
て
も
、
町
の
負
担
増

分
の
６
倍
以
上
の
医
療
費
縮
減
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
よ
り
多
く
の
対
象
者
が
高
用

量
ワ
ク
チ
ン
を
選
び
た
く
な
る
よ
う
、
１
千
円
ま
た
は

１
５
０
０
円
に
押
さ
え
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

医
療
機
関
に
委
託
す
る
関
係
で
、
空
知
医
師
会

と
の
契
約
が
必
要
で
あ
り
、
医
療
機
関
で
自
己
負
担
額

を
統
一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
町
独
自
に
設
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

デ
ジ
タ
ル
予
診
票

大
畠
議
員　
導
入
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

予
防
接
種
事
務
は
こ
れ
ま
で
紙
で
の
運
用
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
効
率
化
の
た
め
令
和
10
年
度
ま
で
に

全
国
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
町
内
医

療
機
関
か
ら
も
導
入
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

大
畠
議
員　
導
入
に
よ
る
町
民
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
予
診
票
の
入
力
が
可
能

と
な
る
ほ
か
、
接
種
期
間
の
案
内
や
未
接
種
者
へ
の
通

知
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

南
４
号
線
樹
木
伐
採
業
務

村
上
議
員　
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
の
白
樺
の
街
路

樹
の
伐
採
に
つ
い
て
。
も
と
も
と
は
何
の
た
め
に
植
え

ら
れ
た
街
路
樹
な
の
か
。
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
の

代
替
物
を
設
置
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

答
弁　

も
と
も
と
は
防
風
林
で
あ
っ
た
。
伐
採
し
た
後

の
状
況
を
み
て
、必
要
な
場
合
に
代
替
策
を
検
討
す
る
。

墓
地
管
理
事
業

鈴
井
議
員　
使
用
者
不
明
の
場
合
、
10
年
で
使
用
権
消

滅
と
な
る
と
の
説
明
だ
が
、
そ
の
後
の
墓
石
な
ど
の
処

理
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

改
葬
後
、
墓
石
は
撤
去
し
、
処
分
す
る
予
定
で

あ
る
。
そ
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
が
不
明

で
あ
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
債
権
管
理
等
の
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
て
、
個
別
具
体
的
に
検
討
す
る
。
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④

⑥

③

⑤

②

委員会トピックス

○定例会の一部の映像の試験配信を継続中！　YouTubeでご視聴いただけます。
配信期間：令和８年６月９日まで
配信内容：令和８年第１回定例会の議案説明、一般質問
視聴方法：右の二次元コードや、以下のＵＲＬからご覧いただけます。
（ＵＲＬ）　・議案説明→https://youtu.be/6V1yJkiDv7U
　　　　　・議員報告→https://youtu.be/uA-1XGf4QmA　

〈New 公開範囲を拡大しました！〉
　　　　　・一般質問→https://youtu.be/Ogsgz9GbRSY

令和７年は役場１階に設置した意見箱に５件の
ご意見を頂きました。
「中心部に出るのは難しい」
とのお声を受け、新たに
他の場所への設置を
検討します。

令和７年11月に実施した議会アンケートでは、
「議会の情報が伝わらない」といったご意見を
多くいただきました。
議会だよりやＳＮＳでの情報発信に加え、ポス
ターを作成し町内各施設へ掲示を依頼するなど、
これまで情報が届きにくかった方にも広くお伝
えできるよう取り組みます。

かたるべサロンへ足を運ぶことが難しい方のた
めに、オンラインでの開催を検討しております。
まずは試験的な開催からスタートします。

昨年に引き続き、常任委員会の実施に合わせて
年に４回実施します。
次の開催日は、
７月18日土曜日　18時〜19時30分
みらいえ研修室　です。
第３回は10月17日、第４回目は１月16日に、
いずれも同時間、同会場で開催予定です。

お手元のスマートフォンや
パソコンから、24時間いつでも
ご意見をお寄せいただけます。
こちらのバーコードを読み取り、
アンケートフォームからご記入
ください。

「農村地域の声を聞いてほしい」とのご要望を
受け、現在、開催方法を検討しています。
開催が決まりましたら、ぜひ足をお運びくださ
い。

広 報 広 聴 常 任 委 員 会

新十津川町議会〜令和８年度の広聴活動計画〜

〈拡大〉アナログ意見箱の設置

〈新規〉掲示物を活用した情報発信

オンライン型かたるべサロンを開催
します

〈継続〉かたるべサロンの開催

〈継続〉議会ほっとライン

〈検討中〉出張型「かたるべサロン」の
開催

①

　町議会では、町民の皆さんの声をより身近に、より気軽に届けていただくための活動を行ってきました。
　令和８年度はより力を入れて６つの取り組みを実施していきます。

議員報告議案説明 一般質問
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総 務 民 生 常 任 委 員 会

「本町における地球温暖化対策実行計画とは？」 

委員会トピックス

二次元コードを 読み込むことで、各種動画の
視聴や、ＳＮＳ、 インターネットの所定のペー
ジに、簡単にア クセスすることができます。

報告事項①　「新十津川町地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）に基づく令和８年度の取組について」

　令和５年に策定した計画で掲げる2030年度温室効果ガス
の削減目標の達成に向け、令和８年度に取り組む内容が成
果指標と目標値とともに報告された。主なものとして「公
共施設等への再生可能エネルギー導入促進」に向け新技術
も含めた検討や、「家庭ごみの減量化・資源化の推進」に
向けて資源ごみ学習会の開催と分別・資源化の動画配信を
職員の作成で行う予定があること、「資源の循環につなが
る活動の促進」に向け、各行政区での衣類回収事業を今年
度も継続し支援していくことなどが報告された。

報告事項②　「こども家庭センターの設置について」
　令和８年４月１日から「こども家庭センター」を設置す
ることが報告された。職員の体制は保健福祉課長をセンター
長とし、保健師資格を有する「統括支援員」（会計年度任
用職員）を１名配置することなど説明があった。統括支援
員の役割は母子保健ならびに児童福祉両機能の実務におい
て、リーダーシップをとり業務マネジメントを行うことが
求められるとのこと。設置場所は「ゆめりあ」で開設時間
は平日の午前８時45分から午後５時30分まで（祝日・年末
年始除く）とし、利用対象者は町内に住所がある全ての妊
産婦や子ども・保護者で、「役場での子育て相談会の開催」
や「サポートプランの作成」などの業務を行うことが報告
された。

報告事項③　「令和８年度から始まる予防接種について」
　現状用いられている標準量ワクチンの４倍の抗原を含み、よ
り強い免疫応答を誘導する「高用量インフルエンザワクチン」
が令和８年度から始まることについて説明があった。接種対象
者は７５歳以上の町民で、毎年度１回0.7ｍｌを筋肉内に注射する。
自己負担額は標準の２倍の2千円となる。また、「ＲＳウイル
スワクチンの定期接種化」についても報告があった。これは、
新生児および乳児におけるＲＳウイルス感染の予防に寄与する
ワクチンを定期接種に用いるワクチンとして位置づけ、対象者
は妊娠28週から37週に至る妊婦とし、妊娠ごとに１回0.5ｍｌを
筋肉内に注射する。自己負担額は無料で、令和８年４月１日か
ら、妊娠中期面談時（24週から27週）に個別で説明を行うほか、
町ＨＰやＬＩＮＥ、広報や防災無線で周知する。

報告事項④　「企業等との連携協定の状況について」
　自治体と民間事業所や団体等との連携協定は相互が
協力し、地域の課題解決や活性化を図ることを目的と
して、協力内容等を書面等により締結するもの。主な
類型として「町づくり、包括、見守り等に関する協定
（11件）」、「防災・災害対策に関する協定（33件）」、「新
十津川町応援大使（さだまさし氏）（１件）」があり、
締結状況（令和８年２月16日現在）の合計で45件があ
る。また、防災に関し、令和８年２月に北海道大学広
域複合災害研究センターと「広域複合災害の被害軽減
に向けた取り組みに関する連携協力協定書」を締結す
る予定との説明があった。

　今回の委員会では、全部で15件の報告事項がありました。その中で総務課から「使用料等の改定方針について」報告
があり、令和９年度から２年間について激変緩和料金を設定し、現在料金の1.25倍を上限にした値上げ後に、令和11年
度より現在料金の1.5倍を上限とした改定料金としたいとのことでした。こちらについては、住民や施設利用者に丁寧
な説明をした上で執り進める方針で、４月14日に住民説明会が開催されました。

＜Topic＞

常任委員会（２月24日開催）
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経 済 文 教 常 任 委 員 会

水道基本料金の免除　始まる

二次元コードを 読み込むことで、各種動画の
視聴や、ＳＮＳ、 インターネットの所定のペー
ジに、簡単にア クセスすることができます。

委員会トピックス

調査事項　「そっち岳スキー場リフト制御装置等の改修に
ついて」

　実際にスキー場のリフトを確認しながら説明を受けた。
　使用していたリフトの制御装置の部品の製造終了に伴い、
今後の整備が困難になることから、現在主流となっている
方式の制御装置への改修を実施した。契約金額は１億2540
万円であった。
　リフト制御装置は、リフトの減速や停止など、安全に稼
働させるための装置であり、利用客の安全確保に必要な改
修であった。また、制御方式の変更に伴い、緊急停止の際
もリフトの揺れを若干抑えながら停止することができると
のことだった。

報告事項②　「令和７年度除排雪の状況について」
　降雪状況や除排雪の状況のほか、除雪連絡協議会の取り
組み結果について説明を受けた。
【青葉区民有空き地の堆雪利用実証実験結果】
　交差点の除雪のために活用したことで、交差点の幅を広
くできたほか、オペレーターの労力も軽減された。雪が多
い場合も一時的に堆雪することができるので便利であった
とのことだった。この取り組みは、除雪連絡協議会に結果
を報告したうえで、各区の空き地情報をもらい継続できれ
ば、と考えているとのことだった。
【啓発活動の効果】
　雪が少なかったこともあってか、例年に比べ除雪の苦情
や道路への雪出しが少なかったとのことだった。

報告事項③　「農林産物加工センターの今後のあり方につ
いて」

　学園地区にある「農林産物加工センター」は、町内の山
菜類の活用や規格外農産物の加工による農家所得の安定、
地域の雇用創出、特産品開発を目指し、その波及効果によ
り地域振興を図ることを目的に設置されていた。
　しかし、町内の求職者や規格外農産物加工の減少、収支
状況の悪化など、設置目的に沿わない状況が続いており、
施設設備の老朽化も進んでいることから、施設のあり方を
見直し、令和８年度限りで加工センターを廃止する方針と
なったことが説明された。

　そっち岳スキー場は利用者の安全のためにしっかりと整備されています。令和８年度はＬＥＤ化も予定されています
のでより多くの皆様のご利用をお待ちしております。
　このほか、令和８年度の工事計画についての説明があり、スポーツセンターの暖房設備の改修や、消防団第３・第４
分団詰所の建設、道路整備など、合計で３８本の工事が予定されていました。工事の影響で施設が利用できない時期もあ
るかと思いますが、安全安心の暮らしを整えるため、ご理解とご協力をお願いします。

＜Topic＞

常任委員会（２月25日開催）

報告事項①　「物価高騰に係る生活支援事業について」
　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、
水道料金の支援を実施する。
　上水道を契約している方は、４月検針分から令和９年１
月検針分までの水道基本料金が免除される。対象は、一般
家庭や事業所等の給水契約者であり、官公庁の施設は一部
を除き対象外。申請などの手続きは不要である。
　また、上水道を使用しない世帯や事業者には、地下水を
汲み上げる電気代相当分の支援として、１万円分のとくとっ
ぷポイントが支給される。こちらの場合は役場建設課に申
請する必要がある。対象の方は忘れずに申し込むよう注意
願う。

17 2026 しんとつかわ 議会だより５月
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社
長
の
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
金
滴
酒
造
の
宣
伝
マ
ン
と
し
て
、営
業
の
ほ

か
、土
日
祝
日
の
売
店
の
お
じ
さ
ん
を
10
年
続

け
、セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
と
北
海
道
神
宮
の
納
品

は
、部
長
の
時
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。納
品
先

の
空
気
感
と
、相
手
の
要
望
な
ど
に
対
応
で
き

る
の
で
、な
る
べ
く
自
分
で
届
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
創
業
120
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
秘

訣
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
先
代
の
社
長
や
常
務
と
交
わ
し
た
約
束
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
や
っ
て
い
れ
ば
、必
ず
応
援
し
て
く
れ
る

人
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
が
現
れ
、そ
の

繋
が
り
が
今
に
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
120
周
年
の
酒
蔵
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
６
月
27
日
㈯
　
10
時
か
ら
14
時
ま
で
開
催

し
ま
す
。120
周
年
の
特
別
な
お
酒
や
、昨
年
は

出
せ
な
か
っ
た「
徳
富
ダ
ム
で
貯
蔵
し
た
お
酒
」

も
ご
用
意
し
ま
す
。他
に
も
様
々
な
企
画
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
新
十
津
川
町
議
会
へ
の
ご
意
見
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

●議会の開催予定
◎令和８年第２回定例会：6月10日（水）から12日（金）まで　※10：00開会
　※一般質問は10日（水）を予定
　※正式な日程につきましては、議会事務局へお問い合わせください。
　　また、休会となる日があります。

QA

A

QAQQ A

　
新
十
津
川
町
は
、福
祉
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
し
て
い
る
町
だ
と
思
う
の
で
、是
々

非
々
で
町
政
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。議
員
で
様
々
な
風
を
吹
か
せ
て
、町

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
議
論
な
く
し
て
発
展
な
し
」の
思
い
で
時
に

は
激
論
を
交
わ
す
く
ら
い
町
民
の
た
め
に

取
り
組
む
議
会
を
期
待
し
ま
す
。

新十津川町議会
活動内容をタイムリー
にお知らせします！

http://www.facebook.com/shintotsukawa.gikai/

　
経
済
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、１
月

20
日
・
29
日
に「
有
機
農
業
推
進
協
議

会
」お
よ
び「
商
工
会
青
年
部
」と
開

催
。産
業
振
興
や
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
課

題
、有
機
農
業
の
可
能
性
と
支
援
の
必

要
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、２

月
４
日「
消
防
団
」、９
日「
社
会
福
祉
協

議
会
」、12
日「
相
談
支
援
事
業
所
虹
」

と
開
催
。団
員
確
保
の
困
難
、福
祉
人

材
や
経
営
の
課
題
、障
が
い
児
支
援
体

制
の
充
実
な
ど
、多
様
な
現
場
の
課
題

と
行
政
へ
の
要
望
を
共
有
し
ま
し
た
。

今
後
の
政
策
検
討
に
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

新十津川町議会
https://instagram.com/shintotsukawagikai?igshid=NTc4MTIwNjQ2YQ==

新十津川町ホームページ（町議会部分）過去の議会だよりや
会議録を確認できます！

http://www.town.shintotsukawa.lg.jp/hotnews/category/212.html

名
取

　重
和
さ
ん
で
す
。

　
函
館
市
出
身
で
砂
川
市
在
住
、２
０
１
８

年
11
月
か
ら
金
滴
酒
造
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。２
０
０
５
年
に
、当
時
の
勤
め
先
か
ら
出
向
す
る
形
で
金
滴
酒
造

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。今
で
は
、金
滴
酒
造
の
経
営
破
綻
前
か
ら
民
事
再
生

法
の
適
用
に
よ
る
再
建
後
ま
で
の
全
て
を
経
験
し
た
唯一の
人
で
す
。

な
と
り

し
げ
か
ず

今
回
ご
紹
介
す
る
方
は
…

議会ミニニュース

今
回
は
、

　
村
上
敏
晃
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
…

　
創
業
120
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　「
た
だ
お
酒
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、

色
々
な
人
に
知
恵
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
経
営
に
活
か
し
て
い
く
関
係
作
り

を
大
切
に
し
て
い
る
」と
い
う
お
話
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。経
営
破
綻
を
経
験
し

た
か
ら
こ
そ
の
気
づ
き
で
あ
り
、「
次
に
つ

な
が
る
関
係
を
作
る
こ
と
」が
大
切
な
の

だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
金
滴
酒
造
や
町
に
お
力
添
え

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Instagram

く
る
ま
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
ま
し
た
。


